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キャリブレーション（校正）
センサのデータを操作キーにより入力し実負荷をかけずに校正をおこなう等価校正を行います。なおコンディションデータ設定の

（プロテクト）が、のときは操作ができません。

設定中比較動作は行いません、比較出力は"OFF"になります。設定中のBCD出力は"0000"、またｱﾅﾛｸﾞ出力は0Vとなります。

設定を終了し測定動作に戻るとクリア動作を実行した場合と同様な状態で復帰します。

コンディションデータ設定の（プロテクト）変更

＋ （３秒押し） → を押しを選択 →  （設定を終了し測定動作に戻ります。）

等価校正の設定（）
■＋（３秒）：キャリブレーションの設定（測定動作中止）

■設定の説明

①＋（３秒）を押しますとLO側設定表示部が

となります｡

次にキーを押して表示をとします｡

キーを押すことで設定が有効になります。

：小数点の設定

②キーにより小数点位置を設定します。

キーを押すことで設定が有効になります。

：ゼロ値取り込み

③センサを無負荷としてください。

入力が安定すると"E2"LEDが点灯します｡

入力が安定したらキーを押すことにより、表示が"0"

になるときのデータが取り込まれ次のへ移り

ます。

※１ゼロの校正をしない場合はキーを押すと次の

へ移ります｡

※２センサを使用しない場合はキーを押してゼロ値の設定

に移ります。

：ゼロ値の設定

表示を"0"にしたいときのセンサ入力値をキーによ

りmV／V単位で設定してください。

キーを押すことにより設定値がメモリされ次の

へ移ります。設定範囲は－0.300～＋2.000で

す。範囲外の設定をするとキーを押した時点でエラー

表示をし前回の設定値に戻ります。

：入力値の設定

④入力値をキーによりmV／V単位で設定してください

キーを押すことにより設定がメモリされ次の

へ移ります。設定範囲は＋1.000～3.000です。

範囲外の設定をすると表示値設定の終了時点でエラーを

表示し入力値に戻ります。

：表示値設定

⑤入力値設定相当の入力があったときの表示値をキー

により設定してください。

キーを押すことにより各設定値が有効となり測定動作

になります。

設定範囲は1～9999です。範囲外の設定をするとキー

を押した時点でエラー表示をし前回の設定値に戻りま

す。

⑥コンディションデータ設定のプロテクトを元に戻しま

す。

※CM-7S取扱説明書７ページ 2-2-2コンディションデータの

説明をご参照ください。
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注１）入力が安定するとDZ LEDが点灯しますが、消灯中でもデータは取り込まれます。

注２）設定中に誤りがある場合は次の様なエラーメッセージが表示されます。

Ｅｒｒ１ ：ゼロ値取り込みのときの入力が－0.3mV／V以下です。

Ｅｒｒ２ ：ゼロ値取り込みのときの入力が＋2.0mV／V以上です。

無負荷時の入力がゼロ調整範囲を超える場合は、センサのブリッジの一辺に固定抵抗器を接続して、不平衡分を補正してくださ

い。ただしこの抵抗は精度に直接影響しますので温度係数の良いものを使用してください。

下表はセンサの端子間抵抗が350Ωの場合です｡

抵抗を-SIG,-EXC間に入れた場合(極性を反転させるには抵抗を-SIG,+EXT間に入れてください。）

入力換算ひずみ(mV/V) -0.5 -0.6 -0.8 -1.0 -1.2 -1.4 -1.6 -1.8 -2.0 -2.5

抵抗値(kΩ) 174 147 110 86.6 73.2 61.9 54.9 48.7 43.6 34.8

Ｅｒｒ３：表示値設定のときの入力または設定がゼロ値取り込みのときと同じまたは小さい。

表示値設定時の入力(入力値の設定）はゼロ値取り込み時の入力（ゼロ値取り込みの設定）より大きくしてください。

Ｅｒｒ４：表示値設定のときの入力または入力値の設定がゲイン調整範囲を超えています。

表示値設定時の入力(入力値の設定）を小さくしてください。

Ｅｒｒ５：表示値設定のときの入力または入力値の設定が最小入力感度以下です。

ＳＰｉｎの設定を大きくするか、ＳＰＡｎの設定を小さくしてください。

注3）設定中に電源を切った場合は、設定されたデータは無効となります。

注4）本器は4線式センサを使用するようになっていますので、ケーブルを長くすると配線の抵抗により等価校正に誤差が生じます。

注5）エラー表示から抜け出せなくなった場合は、一旦電源を切り再投入してください。設定に入る前の設定値で動作します。


